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「起立性調節障害」啓発用冊子の贈呈

　みなさん、こんにちは。

　8 月から国際交流員として働く

ことになりましたチェルシー・コ

リンズと申します。アイルランド

のゴールウェイ市から来ました。

アイルランドはウイスキーが有名

なところです。

　私は日本の文化、歴史、言語

にとても関心があります。特に漢字が好きで、漢字

は芸術だと思っています。私の好きな漢字は「刻」

です。みなさんの好きな漢字は何ですか？

　これから四国中央市でたくさんの人と出会い、新

しいことをたくさん学びたいです。そして、みなさ

んにアイルランドのことを紹介したいです。

　これからよろしくお願いします。

新しい国際交流員を紹介します！

広報10月号は
10/1（月）発行です
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ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

ふるさとへの想い
　ある曲を聴くと、昔の風景がよみがえることがある。
自分にはそれが何曲もあり、その都度思い出されるの
は、ふるさとの風景や人である。それはinstagram（※）
よりも鮮明であり、時に動画であったりする。しかし
それほど離れているわけでもない。今年だけでもお正
月と 4月の祖母の法要、そして、お盆にも帰省した。
　しばしば、「ふるさとの風景は変わらない」といわ
れるが、自分の場合帰省する度に変わっている。通っ
ていた三島小学校前の道路は拡幅され、よく魚釣りを
した三島港の岸壁は埋め立てられ、愛犬の散歩をした
所には新庁舎が建築中である。ここ数年でもふるさと
の風景は変化している。何よりも実家の近所を歩いて
いる人が少なくなった。人口減少の影響だろうか。こ
れも大きな変化である。そう思うと「ふるさとの風景
は変わらない」というのは願望かもしれない。
　この「ふるさと」と唯一呼べる場所を離れて 30 年
になる。ただ、話す言葉は相変わらずであり、時折学
生からも指摘される。「先生は、関西の出身ですか」と。
彼らはイントネーションがおかしければすべて関西人
と思うようだ。なかにはピタリと当てる学生もいる。
話すと彼ら彼女らは瀬戸内出身であることが多い。や
はりわかる人にはわかる。時に四国中央市出身者に会
うとうれしくなるのは、年を重ねたからなのか、それ
とも自分にとってのふるさとが相変わらず大切な場所
だからなのだろうか。
　ずっと生まれ育った場所に住んでいると、その良さ
も悪さもわからないことが多い。海も山も近く、すぐ
近くに職場があるだけでも奇跡に近い。こういう風に
考えると四国中央市は恵まれている地域である。遊ぶ
場所が少ないと嘆く友達もいたが、都会の多くの人た
ちは自然を求めて何時間もハンドルを握る。四国中央
市は自然の中にある。非常にぜいたくな場所であると
長く離れるとつくづく思う。
※インスタグラム…スマートフォンで撮影した写真や動画を簡単に共有できるアプリ

石川　和男さん
（昭和 43 年三島宮川生まれ、鎌倉市在住）

専修大学商学部　教授

【主な経歴】
平成 9 年　相模女子大学専任講師・
　　　　　 助教授
平成 13 年　専修大学商学部専任講師、
　　　　　 助（准）教授
平成 21 年　専修大学商学部　教授
平成 22 年　東北大学にて博士号取得　7月 19 日 ( 木 )、ふじえだファミリークリニック

（中曽根町）の藤枝俊之院長から市内小・中学校の
教職員に、「起立性調節障害」の啓発用冊子 400 冊
が贈呈されました。藤枝院長は「理解されにくい病
気で、苦しんでいる子どもはたくさんいます。少し
でも多くの人に知って理解を深めてもらい、このま
ちの子どもたちが健やかに成長してくために役立て
てもらえたらと思います」と話していました。

　

　今年も子どもたちの読書
活動推進のため、西川建設
株式会社（西川友義代表取
締役・金生町下分）から、
たくさんの本を三島図書館
と川之江図書館へ寄贈して
いただきました。

西川建設株式会社　児童書寄贈


